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　　　　　 　　    特　別　会　計　　　（単位：万円）

差 引 収 支歳 出歳 入会　 計　 名

7,607254,016261,623国 民 健 康 保 険

773128,156128,929介 護 保 険

73325,928326,001老 人 保 健

3743,4763,850公 設 市 場 事 業

2,264154,231156,495下 水 道 事 業

31813,73114,049簡 易 水 道 事 業

決
算
ま
と
ま
る

平
成　

年
度
の
各
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
養
護
老
人
ホ
ー

１４

ム
寿
光
園
の
改
築
な
ど
に
よ
り
、
一
般
会
計
で
は
過
去
最
高
の
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
関
係
す
る
歳
入
の
伸
び
悩
み
か
ら
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整

基
金
な
ど
の
取
り
崩
し
に
よ
る
財
政
補
て
ん
を
行
な
う
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
は
９
月
議
会
に
報
告
さ
れ
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審
議
の
の

ち
、　

月
議
会
で
そ
の
認
否
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
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６
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当
初
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０
０
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２
９
４
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平
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１３

２１

８
９
２
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１
６
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。
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計
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は
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立
金
の
取
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崩
し
な
ど
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り
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億
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５
３
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黒
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と
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が
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的
な
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年
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は
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６
３
２
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と
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り
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す
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独
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な
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に
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。
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計
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独
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水
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と
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計
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あ
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の
補
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収
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使
用
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計
か
ら
の
繰
入
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な
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に
よ
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て
運
営
さ
れ
て
い
ま

歳入：決算額１５９億９,７１９万円

　　　　　　１６４億８,１８６万円　　　　　　　　　　

その他の内訳

３億４,２７８万円分担金及び負担金

３億１,８９５万円繰越金

２億５,７２２万円地方譲与税

２億３,４３０万円地方消費税交付金

２億０,５００万円使用料及び手数料

８,５１１万円自動車取得税交付金

７,０３１万円地方特例交付金

５,８３２万円財産収入

２,７０２万円利子割交付金

１,５５９万円ゴルフ場利用税
交付金

４８９万円交通安全対策
特別交付金

７６５万円寄付金

９７万円国有提供施設等所在
市町村助成交付金

３３.７％５３億９,３３７万円地方交付税

1８.３％２９億３,１４７万円市債

１４.６%２３億３,５４９万円市税

７.４％１１億８,９３１万円道支出金

7.０％１１億１,６５９万円国庫支出金

４.９％７億７,６４８万円繰入金

３.９％６億２,６３７万円諸収入

１０.２％１６億２,８１１万円その他

企　

業　

会　

計

　

億
３
１
１
０
万
円
で
、
２
９
０
３

８７万
円
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額
補
正
し
て
い
ま
す
。
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の
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１３
０
０
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を
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は　
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億
８
３
０
７
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と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
合
計
額
と
歳
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合
計
額
の
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き
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は
、
１
億
１
４
０
９
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
す
。
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　　　　　　　　一般会計予算現額　　　　　　　

市　債　の　現　在　高（単位：万円）

構成比％金　　額区　　分会計

2.027,753総務債

一般会計

12.2169,859民生債

4.156,900衛生債

15.9220,807農林債

33.２462,069土木債

2.５34,611消防債

19.6272,794教育債

0.45,284災害復旧債

3.953,637減税補てん債

1.216,202臨時税収補てん債

5.069,990臨時財政対策債
1,389,90

6
計

24,013市場事業債

特別会計 600,914下水道事業債

77,679簡易水道事業債

373,588上水道事業債企業会計

２８.３％４４億７,0８０万円民生費

１３.8％２１億６,９３３万円農林業費

１２.４％１９億６,３０１万円土木費

１１.５％１８億１,４６３万円教育費

９.４％１４億９,００２万円公債費

８.４％１３億２,８８３万円衛生費

８.２％１２億８,９６７万円総務費

3.５％５億５,５５５万円消防費
2.８％４億３,７３３万円商工費
1.2％１億９,２３０万円議会費
0.5％７,８１９万円労働費

す
。

　

２
つ
の
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、

　

億
２
２
４
０
万
円
で
２
億
１
４
６

２０８
万
円
を
減
額
補
正
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
予
算
現
額
は　

億
７

１８

７
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入
額

が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
の
１
億
１
１
３
７
万
円
は
、
当

年
度
分
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

１
８
２
７
万
円
と
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
９
３
１
０
万
円
で
補
て

ん
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入
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資
本
的
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対
し
て
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足

す
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額
３
億
４
４
８
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円
に
つ
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、
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調
整
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１
２
４
３
万
円
と
過
年
度

損
益
勘
定
留
保
資
金
未
使
用
額
１
億

０
４
３
８
万
円
当
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
２
億
２
８
０
１
万
円
で
補

て
ん
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　企　　業　　会　　計　　（単位：万円）

補てん額支　　出収　　入会　　　計　　　名

40,04941,760収益的収支
水 道 事 業

11,13746,41335,276資本的収支

56,77258,424収益的収支
ワイン事業

34,48234,582100資本的収支

※人口及び世帯数は、平成１５
年3月３１日現在の住民基本台
帳による。

一人当たり

固定資産税　　　　４０,７２７円

市民税　　　　　　３５,４６３円

市税総額　　　　　９１,３５２円

歳出：支出済額１５７億８,９６６万円

主な事業と費用
４,５４７万円麓郷テレビジョン中継局放送設備更新

１７億７,３２４万円養護老人ホーム寿光園等改築

５,０４５万円富良野・山部墓地造成

７５５万円トライアル雇用対策

１,０８８万円農業・農村パワーアップ事業補助

７０７万円農地流動化促進事業補助

４億６,５４５万円ハイランドふらの増築

１億９,０２８万円食料・環境基盤緊急確立対策

１,１２１万円TMO活性化支援

１億１,４３８万円東５条道路改良舗装

２億０,６７３万円東雲通道路改良

６,７４８万円ポン布部３号橋架換

５,１１９万円金満緑地公園整備

１億０,９４１万円土地区画整理

２,２２０万円市街地再開発

９,９５４万円公営住宅建設（北の峰団地）

６億１,０３７万円生涯学習センター整備

４億５,６３４万円山部水処理センター建設

１億１,９７０万円屈折はしご付消防ポンプ自動車導入
（富良野地区消防組合事業）

一世帯当たり

固定資産税　　　１００,１６７円

市民税　　　　　　８７,２１９円

市税総額　　　　 ２２４,６７５円

　平成15年3月31日現在
　　　人口　２５,５６６ 人
　　　世帯　１０,３９５ 世帯
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　本市を取り巻く中心市街地は、定住人口の減少や空き店舗の増加などと空
洞化現象が発生しており、また大店舗の規制緩和により大規模商業施設の郊
外立地の加速化などから、中心市街地としての商業地域の形成が大きく変化
をきたしており、中心市街地の整備改善が必要とされています。
　このような中で、平成１０年度から「富良野市市街地総合再生基本計画」「富
良野駅前地区再開発基本計画」の策定を行い、中心市街地の活性化に向けて
市・商工会議所・商店街・市民などが連携し、平成１３年度「富良野市中心市
街地活性化基本計画」を策定し、市街地の整備改善のための事業ならびに商
業等活性化のための事業展開をすべき駅前地区土地区画整理事業および駅前
地区市街地再開発事業ならびに市街地活性化事業（TMO事業）を平成１４年度
から取り組んできました。
　しかし、近年の不況から市税の落ち込み、地方交付税の削減などから計画
変更を余儀なくされてきました。
　今回は、計画の変更についてお知らせします。

　中心市街地活性化事業中心市街地活性化事業
計画変更計画変更

 �問い合わせ　中心街対策室　　�３９‐２３１５



広報ふらの　№５０６5

１．計画変更理由

　�財政的状況
　　�地方交付税の削減、市税の落ち込みなどから財源確保が難しい状況
　　�三位一体の改革（国庫補助負担金の削減、税源の地方への移譲、地方交付税の見直し）によ
　　る財源確保が不透明
　　�経常収支比率の悪化
　　　平成１３年度８３．８％→平成１４年度８８．４％

　�富良野市総合計画
　　�総合計画のローリングにおいて、事業の再見直し・縮減・中止・繰り延べなどによる効果的
　　な事業の実施
　　�行政評価システムにより、計画との整合性、事業の必要性、実施の緊急性などから総合的に
　　評価し、拡充・見直し・継続・縮小・休止・廃止の検討
　　�総合的に事業見直しを行なう中で、大型投資となる富良野市中心市街地活性化事業（富良野
　　駅前地区）について、計画の見直しにより効果的な事業執行を図る

２．富良野市中心市街地活性化事業（富良野駅前地区）計画変更
　　�駅橋上化の事業については、本事業期間内の実施を取り止め事業中止とする。
　　�再開発ビルの建設計画を２カ年から３カ年に延伸を行ない、完成年度を平成１８年度とする。
　　�これらの関連から観光利便核施設（ビジターセンター）は中止として、同機能をJR駅舎の一
　　部賃貸または隣接市有地の施設用地活用により、交通利便や情報機能を確保する。
　　�総事業費を５５億円以内として、一般財源を当初より６億円程度の縮減を行ない、事業の実施
　　においては経済設計により事業費の抑制に努めて執行して参ります。
　　�計画変更については、地権者や富良野市中心市街地活性化委員会を始め商店街などへの説明
　　を行ない、また地域懇談会の開催により意見交換を取り進めてまいります。

�富良野市中心市街地活性化事業（富良野駅前地区）計画変更

ち立ての生そばならではの食感をぜ
ひご賞味ください。
　道の駅「南ふらの」にて毎日限定
発売中。予約販売も受け付けていま
す。
�問 農産物処理加工センター�５２-３０１２

　占冠村　
一度食べてみませんか？
「朝もぎ有機とうもろこし」
　自然がいっぱい詰まった「朝もぎ
有機とうもろこし」が新登場。有機
肥料でつくったので、安心して食べ
られます。また、糖度も高いので、
お子様のおやつにも大好評。
　占冠村特産の山菜とともに、ぜひ
お食べください。
�問 占冠村山村産業振興公社�５６-２８３２

　その根から作られたコーヒーは、
カフェインがゼロの健康飲料。コー
ヒーが苦手な方には、チコリー入り
玄米茶もあります。
　ぜひお試しください。
�問 天心農場　�４４-２４８０

南富良野町
南富良野特産　『生そば』
　今年収穫され“北落合産そば粉”
を使った新そばができました。
　豊な風味の「１０割そば」と、なめ
らかな喉ごしの「生そば」（６：４）。打

上富良野町
豚サガリ発祥の地？の
上富良野産のおいしい豚サガ
リを食べよう！
　「豚サガリ」は上富良野町が発祥の
地ではないかといわれています。
　夏には、七輪や炭焼きコンロ等で
焼いて塩コショウやお好みのタレで
食べられます。ほかにも煮込みや豚
サガリ汁など、食べ方はいろいろあ
りますので、ぜひお試しください。
�問 商工観光まちづくり課　�４５-６９８３

中富良野町
心安らぐ健康飲料はいかが？
　リラクゼーション効果もあるとい
あわれるハーブ。
　チコリーは、ヨーロッパでは昔か
ら薬用・食用として利用されている
ヘルシーな野菜です。
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みんなで考えよう、わたしたちのまち

 市町村合併を考える  シリーズ�
道内の動き
　北海道内の自治体では１０月に入り急速に

法定・任意合併協議会設置の動きがありまし

た。１０月１４日までに法定合併協議会は７地域

２６団体、任意合併協議会は２１地域８１団体とな

り、法定・任意合併協議会をあわせて２８地域

１０７団体の数は、全道２１２市町村の半数に達し

ています。

「市町村合併」についてのご質問、ご意見をお待ちしています。町内会の会合やサークルの勉強会などで合併について話し合っ
てみたいという方、企画振興課へご連絡ください。担当者がお伺いします。

問　企画振興課　　�３９－２３０４　�２３－２１２１　Ｅメール　kikaku-k@city.furano.hokaido.jp

団体数名　　称（団体名）設置年月日

６釧路地域６市町村合併協議会
（釧路市・釧路町・阿寒町・鶴居村・白糠町・音別町）１４．１０．２

３石狩市・厚田村・浜益村合併協議会１５．１．１

４遠軽地区４町村合併協議会
（生田原町・遠軽町・丸瀬布町・白滝村）１５．５．１４

３蘭越町・ニセコ町・倶知安町合併協議会１５．９．１

２七飯町・鹿部町合併協議会１５．９．２２

５函館市・戸井町・恵山町・椴法華村・南茅部町合併協議会１５．９．２９

３伊達市・壮瞥町・大滝村合併協議会１５．１０．１

２６７地域

団体数名　　称（団体名）設置年月日

５桧山南部５町合併問題協議会
（江差町・上ノ国町・厚沢部町・乙部町・熊石町）１４．１２．２

５日高町・平取町・門別町・穂別町・鵡川町任意合併協議会１５．１．１５

３日高中部合併問題検討協議会（新冠町・静内町・三石町）１５．１．２３

９中空知地域任意合併協議会（滝川市・砂川市・赤平市・歌志
内市・浦臼町・奈井江町・新十津川町・上砂川町・雨竜町）１５．１．２４

４檜山北部４町合併問題協議会
（大成町・瀬棚町・北檜山町・今金町）１５．２．２５

４士別市・和寒町・剣淵町・朝日町任意合併協議会１５．４．１６

６空知中央地域任意合併協議会
（岩見沢市・美唄市・三笠市・北村・栗沢町・月形町）１５．５．２１

４根室管内４町任意合併検討協議会
（別海町・中標津町・標津町・羅臼町）１５．６．２７

６上川北部６市町村任意合併協議会
（名寄市・風連町・下川町・美深町・音威子府村・中川町）１５．６．３０

２新得町・鹿追町任意合併協議会１５．７．２５

３当別・月形・新篠津任意合併協議会１５．７．３０

３南空知近隣３町任意合併協議会（南幌町・由仁町・栗山町）１５．７．３０

３十勝東部合併協議会（池田町・豊頃町・浦幌町）１５．７．３０

３帯広市・芽室町・中札内村任意合併協議会１５．８．１２

３幕別町・更別村・忠類村任意合併協議会１５．８．２１

２士幌町・上士幌町任意合併協議会１５．９．２２

３留萌南部三市町任意合併協議会（留萌市・増毛町・小平町）１５．１０．１

５北後志５町村任意合併協議会
（積丹町・古平町・仁木町・余市町・赤井川村）１５．１０．２

４北見・端野・常呂・津別任意合併協議会１５．１０．４

２利尻町・利尻富士町任意合併協議会１５．１０．１０

３豊浦町・虻田町・洞爺村任意合併協議会１５．１０．１４

８１２１地域

９月議会答弁
　高田市長は９月議会において市町村合併

に関する質問に対して次のような答弁をし

ています。

・富良野圏域の将来の行政体制のあり方につ

いて同一歩調がとれなかったのは、圏域の中

において、平成１７年３月の合併特例法期限が

目前となるなかで合併協議を選択する自治

体がある一方、住民との意見集約により合併

ではなく自立の道を選択するなど、それぞれ

の自治体の意向が異なることが理由である。

・市町村合併に関する基本的な考えは、合併

に関する情勢がさまざまに変化する中で、地

域と住民の暮らしの将来がどうあるべきか

「自治のかたち」を議論するためにも、合併

する・しないに関わらず、合併協議会の設置

が必要である。

・市民の意向把握については、今後地域懇談

会を開催する中で把握していきたい。また、

住民投票については、過去の問題もあり慎重

に進めていきたい。

【法定協議会の設置状況】

【任意協議会の設置状況】

将来の行政体制を考える富良野圏域５市町村長公開討論会の申し入れ
　１０月８日、富良野青年会議所、自治労上川地方本部南ミニブロック、富良野まち博実行委員会で結成する「５市町
村長の公開討論会を実施する会」から、各市町村長へ依頼文の提出がありました。高田市長は「広域の討論会では半
数以上の首長の参加が望ましい」との意見を付して１０月１４日に「参加する」との回答を提出しました。
　１０月１７日、同実施する会から「４町村長の賛同が得られず、公開討論会の開催について見合わせる」との報告があ
りました。
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　まちづくりにおける市民参加や行政情報の共有についてみなさんの意見をお寄せください。
　�０７６‐８５５５　　富良野市弥生町１番１号　　富良野市役所企画振興課宛　�３９‐２３０４　�２３‐２１２１

第４第４・・５回まちづくり条例５回まちづくり条例
市民研究会会議結果について市民研究会会議結果について

　まちづくり条例市民研究会の第３回会議（山部の農業高校跡地に建設された生涯学習施設の建設経過を
題材として市民参加のあり方を検討）を受けて、第４回、第５回会議では、第３回会議で出された意見を
下記のとおり分類しました。
　意見の分類は表のようにまとめられました。

研究会での主な意見意見の分類
�情報共有の推進

・権限と責任の所在が見えない。最終的に誰が決めたのか不透明である。
・生涯学習施設の建設について市民のコンセンサスを得る方法として、一部住民への説明と一部団
体との懇談のみばかりでなく、全市民を対象とした意見集約が必要ではなかったのか。
・行政課題は住民説明会での一問一答的なやりとりでは説明しきれないのではないか。かなりやり
とりしなければならない。

市（市長）の説明責任

・合意形成をしっかりしない中で、行政側の政策の方向性を決定できる庁議（市の部長以上の会議）
とはそんなに権限があるのか。あるとするならば、議事録の内容の開示が必要である。政策決定過程の透明化

・市の施設建設においては、事業費、立地場所の選定、ランニングコストなどの争点情報の提供が
必要。
・行政は市民が考えられる判断材料など情報を提供するのが仕事である。
・協会病院や中心市街地の問題も噂では聞くものはあるが、全市民を対象とした十分な説明の機会
がないように思う。

積極的な情報提供

�市民の権利と責務
・市民が動いて「いちい」の土日解放をさせた良い事例もある。
・市民参加を求められて「それは重いよ」という市民もいるかもしれない。参加しないという形も
ある。

市民の権利

・市民は意見を言う以上、言った意見に対しては責任を持ってもらう必要がある。
・富良野市全体として、あるべき姿を考え、より多くの人が納得できるまちづくりを目指す。
・富良野の市街地近くにいろいろなものができればよいが、車社会の今日では（野球場の建設が）
山部でも良いではないか。このことは沿線の広域行政を考えた時にも同じことが言える。

市民の責務

・市民が町内会やＮＰＯなどまちづくりや社会活動に積極的に係わってはどうか。コミュニティ

�市の役割と責務
・市（市長）の権限と責任の所在が見えない。権限が重ければ責任はその倍は重いはず。
・生涯学習施設は市長が権限と責任を持って英断を下したということではないか。
・庁議で何が話されてどういう風に決まっていったのか。そのときの市長の判断基準は何だったの
か分からない。

市長の責務

・権限と責任の所在が見えない。執行機関（職員）の責務

・議会のチェック機能が弱いように思う。�議会の役割と責務
・総合計画を作った時、市民はおねだりばっかりだった。これからはそういうやり方では駄目だ。
・中心市街地の問題はある意味、市民の意見を聞き過ぎたからあのようになったのだという人がい
る（市民が言いたいことを言って、市内にある市民の課題、要望が全部入っている）。
・これからの市役所は事実だけを市民に説明して、そこから先は市民同士で話し合い、市民が市民
に働き掛けて議論を盛り上げていく必要があるのではないか。
・行政情報は一定のルールがないために、担当者の裁量によって出し方が違う。
・市民参加のまちづくりを進めるのであれば、市民がどの時点でどういう係わりをしていくのか整
理が必要である。
・農業高校の跡地利用の検討については、最初から市民が参加しても良かったのではないか。

�市民と行政の協働

・富良野市の財政状況はどのような状態で、今後どのようになるのかが分かると良い。�財政状況の公表
・行政は計画を作り、それを実行するまでは頑張るが、その後の検証は下手である。そういう意味
では市民とともに検証する必要がある。

�まちづくり
　満足度の評価

・最終的には「まちづくりの憲法」を目指してはどうか。�まちづくり条例の
　位置付け
　第６回会議では、これまでの会議で出されていた意見をもとに、札幌大学法学部の福士教授からまちづくりのルー
ル策定に向けたアドバイスをもらいます。詳しくは次号でお知らせします。
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ま
ち
づ
く
り
に 

　
　

一
層
の
市
民
参
加
を

　

地
方
分
権
が
進
み
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
多
様
な
要
望
に
答
え
る

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
一
層
の
市

民
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声

を
直
接
聴
く
た
め
に

「
市
長
の
出
前
ト
ー

ク
」
を
は
じ
め
、
各
種

懇
談
会
、
施
設
見
学
会

な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
審
議
会
・
委
員

会
な
ど
の
委
員
に
は

市
民
公
募
を
取
り
入

れ
た
り
、
行
政
の
情
報

を
自
由
に
閲
覧
で
き

る
「
行
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
の
設
置
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
市
政
に
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

ひ
ざ
を
交
え
て
の 

話
し
合
い

　

今
年
は
地
域
別
に
懇
談
会
を　

月
１１

　

日�
の
扇
山
・
布
部
地
区
を
皮
切

１７り
に
、
次
の
と
お
り　

か
所
で
開
催

１１

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
、
市
町
村
合
併
な
ど
の
市
の
主

要
事
業
を
テ
ー
マ
に
、
現
在
の
状
況

を
説
明
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
身
近
な
問
題
や
地
域
で

の
課
題
・
要
望
、
市
政
に
関
す
る
意

見
な
ど
を
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
い

を
深
め
る
大
事
な
機
会
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
振
興
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　
　
（�
　

‐
２
３
０
４
）

３９

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪

日
時

　

月　

日�

１１

１７

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

１７

午
後
６
時　

分
〜

３０

　

月　

日�

１１

１８

午
後
６
時　

分
〜

３０

　

月　

日�

１１

２５

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

２５

午
後
６
時　

分
〜

３０

　

月　

日�

１１

２６

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

２６

午
後
６
時　

分
〜

３０

　

月　

日�

１１

２７

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

２７

午
後
６
時　

分
〜

３０

　

月　

日�

１１

２８

午
後
２
時
〜

　

月　

日�

１１

２８

午
後
６
時　

分
〜

３０

会
場

扇
山
地
区
公
民
館

東
山
支
所

山
部
福
祉

セ
ン
タ
ー

鳥
沼
分
館

北
の
峰

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

布
礼
別
集
落

　
　

セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉

　
　

セ
ン
タ
ー

育
良
会
館

市
役
所
大
会
議
室

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

桂
木

児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
区
域

扇
山
・
布
部

東
山
全
域

山
部
全
域

大
沼
・
鳥
沼

北
の
峰
町
・
御
料
・
学
田

３
区
・
島
の
下

麓
郷
・
布
礼
別
・
八
幡
丘
・

富
丘

春
日
町
・
東
町
・
麻
町
・

花
園
町
・
錦
町
・
新
光
町
・

住
吉
町
・
瑞
穂
町

五
区

朝
日
町
・
本
町
・
若
松
町
・

日
の
出
町
・
幸
町
・
栄
町
・

若
葉
町
・
末
広
町
・
弥
生
町

南
町
・
扇
町
・
緑
町

桂
木
町
・
新
富
町
・
西
町
・

学
田
地
区
（
３
区
除
く
）

地
域
懇
談
会

み
ん
な
で
つ
く
る
富
良
野
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
み
な
さ
ん

が
日
ご
ろ
思
い
感
じ
て
い
る
こ
と

や
、
意
見
・
提
言
･
質
問
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
手
紙
・
F
a
x
・
メ
ー
ル

　

で
み
な
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ

　

い
。

　
　

紙
上
に
氏
名
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、

　
　
　

内
容
の
確
認
な
ど
の
た
め
匿
名
で

　
　
　
　
　

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〒076-8555
富良野市弥生町1番1号
市役所企画振興課広聴広報係
Ｆａｘ23-2121
富良野市HPメールフォーム
  http: / /www.ci ty. furano.ho
  kaido. jp/

（
お
答
え
し
ま
す
）

　

健
康
増
進
法
第　

条
の
制
定
に
よ

２５

り
、
公
共
施
設
で
は
全
面
禁
煙
と
な

り
ま
す
。

　

文
化
会
館
で
は
各
会
議
室
及
び
大

ホ
ー
ル
前
の
ホ
ワ
イ
エ
を
含
め
全
館

が
禁
煙
と
な
り
ま
す
が
、
２
階
ロ

ビ
ー
（
大
会
議
室
前
）
に
喫
煙
室
を

設
置
し
、
そ
の
場
所
の
み
で
喫
煙
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
化
会
館
）

幸
町　

男
性　

　

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き
に
文
化
会
館
へ

行
き
ま
し
た
。
そ
の
休
憩
時
間
中
に

ロ
ビ
ー
へ
出
て
み
て
、
あ
ま
り
に
も

煙
草
の
煙
が
立
ち
こ
め
て
い
て
、

公
共
施
設
で
の
禁
煙
に
つ
い
て

（
お
答
え
し
ま
す
）

　

鳥
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め
「
バ
ー
ド

セ
ー
バ
ー
」
を
貼
る
こ
と
に
よ
り
対

応
し
ま
す
（
窓
ガ
ラ
ス
に
鳥
の
絵
や

シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害

物
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ
る
も
の
）。

（
上
下
水
道
課
）

野
鳥
の
被
害

扇
町　

女
性　

　

富
良
野
演
劇
工
場
に
隣
接
し
て
い

る
展
望
台
の
と
こ
ろ
で
、
窓
ガ
ラ
ス

に
激
突
し
た
と
思
わ
れ
る
シ
マ
エ
ナ

ガ
が
一
度
に
４
羽
死
ん
で
い
ま
し

た
。
野
鳥
の
被
害
が
出
な
い
よ
う
、

対
策
を
と
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
？

早
々
に
会
場
へ
戻
り
ま
し
た
。

　

喫
煙
者
の
私
で
す
ら
そ
う
で
す
か

ら
、
煙
草
を
す
わ
な
い
方
は
つ
ら

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ロ
ビ
ー
で
の
灰
皿
は
撤
去
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
少
な
く
と

も
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
は
）。

　

全
国
区
の
知
名
度
の
高
い
富
良
野

で
す
。
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

�
年
末
資
金

　

年
末
の
商
品
仕
入
れ
や
手
形
の

決
済
、
従
業
員
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
の

支
払
い
な
ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
融
資
限
度
額　

４
８
０
０
万
円

◆
資
金
使
途　

運
転
・
設
備
資
金

◆
利　

率　

年
１
。
８
５
％
（
９
月　

日
現
在
）

３０

◆
返
済
期
間　

・
運
転
資
金　

５
年
以
内

・
設
備
資
金　
　

年
以
内

１０

◆
連
帯
保
証
人　

１
名
以
上

◆
担　

保　

必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

�
教
育
ロ
ー
ン

　

高
校
や
大
学
、
専
門
学
校
な
ど

に
入
学
、
在
学
す
る
子
ど
も
の
保

護
者
の
方
で
、
世

帯
年
収
が
９
９

０
万
円
（
事
業
所

得
者
は
７
７
０

万
円
）
以
内
の
方

は
、
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
融
資
限
度
額
（
学
生
一
人
）　

２
０
０
万
円

◆
返
済
期
間　
　

年
以
内

１０

◆
据
置
期
間　

在
学
期
間
以
内

◆
利　

率　

年
１
。
５
％
（
９
月　

日
現
在
）

３０

◆
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

◆
連
帯
保
証
人　

１
名
以
上

◆
保　

証　
�
教
育
資
金
融
資
保

証
基
金
の
保
証
ま
た
は
連
帯
保
証

人
１
名
以
上

�
恩
給
・
共
済
年
金
担
保
貸
付

　

恩
給
や
共
済
年
金
な
ど
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
次
の
資
金
を
利

用
で
き
ま
す
。

◆
資
金
使
途　

住
宅
・
レ
ジ
ャ
ー
・
教
育
な
ど
の

消
費
資
金
や
事
業
資
金

◆
融
資
限
度
額　

２
５
０
万
円

※
た
だ
し
、
恩
給
や
年
金
の
年
額

の
３
年
分
以
内

◆
利　

率　

年
０
。
９
５
％
（
９
月　

日
現
在
）

３０

◆
返
済
方
法　

恩
給
や
年
金
を
公

庫
が
受
け
取
る

◆
連
帯
保
証
人　

１
名
以
上

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫

�
０
１
６
６
‐
２
３
‐
５
２
４
１

各
種
資
金
制
度
を
利
用
し
よ
う
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　美味しいチーズを

　９月２８日�、チーズ工房で開催されました。当

日はあいにくの天気にもかかわらず、大勢の人で

賑わいました。

　会場では、ソプラノ歌手見森洋子さんとピアノ

演奏者見森淳子さんによる工房ミニコンサートや

富良野吹奏楽団による野外吹奏楽コンサートが行

われ、来場者は真剣に聞き入っていました。また、

ポニー騎乗体験では、子どもたちが真剣な表情で、

手綱をがっちり握り乗っていました。

　また消費生活展は「クリーンコンシューマーに

なろう！」をテーマに開催され、富良野の特産品

が販売されていました。

ふらのチーズまつり
第２９回消費生活展

ATCHING

　日本の情緒を味わう

市民お茶席

　９月２８日�、図書館で行われ、１００名程が一席４０

分のお茶席を堪能しました。

　当日は図書館横の広い緑地で行われる予定でし

たが、あいにくの天気で館内で行われました。

　客席では、お茶席でお茶を飲むのが初めての人

もいて緊張している人もいましたが、みなさん楽

しそうに日本の情緒を味わっていました。
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　一本のタスキをつなぐ

第４１回富良野～美瑛間駅伝大会
　１０月１９日�、中学生から社会人までの１４チームが富良野

市人材開発センターをスタート、美瑛町民センターをゴー

ルとする１０区間４０．６�で行われました。

　当日は、曇り空で時々雨が降るなか、選手たちは一本の

タスキをつなぐために、まかされた区間を全力で駆け抜け

ました。

　沿道には、地域の住民や選手の知り合いなどが応援に駆

けつけ、選手が通るたびに「頑張れ！」、「あと少し！」な

どと声を掛けていました。

　総合成績では中富良野中学校が優勝しました。　

　テーマは“みんなで楽しく！”

北の峯学園祭
　９月２８日�、北の峯学園で開催されました。昨年に続き実

行委員会を作り、実行委員が中心となってテーマを決め準備

を進めてきました。当日は、実行委員長志賀清紀さんの開会

宣言後、バザーや喫茶などの各種催しの会場が一斉にオープ

ンし、多くの来場者で埋めつくされました。

　また正面玄関の廊下に展示された書道・絵画・写真やいけ

花などのコンテストや利用者が日ごろ取り組んでいる木工や

陶芸などの作業実演などいろいろなかたちで北の峯学園の姿

を紹介していました。食堂に設けられた特設会場では、和太

鼓クラブよる演奏やのど自慢など、数々の催しで盛り上がり

ました。

　
　

月　

日�
、　

日�
の
２
日
間
、
演
劇
工

１０

１２

１３

場
で
「
演
劇
工
場
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、朗
読
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
朗
読
劇
、

市
開
庁
１
０
０
年
に
ち
な
ん
で
１
０
０
着
以
上

の
衣
装
と
多
数
の
モ
デ
ル
が
登
場
し
た
エ
コ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
「
百
花
繚
乱
」、
市
民
劇

団
「
へ
そ
家
族
」
に
よ
る
「
１
０
０
年
Ｇ
Ｏ
！
」

の
公
演
、
癒
し
系
ユ
ニ
ッ
ト
「
さ
わ
さ
わ
」
に

よ
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
市
民
に
よ
る
バ
ザ
ー
・
模
擬
店

が
登
場
。
１
日
目
に
続
き
市
民
劇
団
の
公
演
の

後
、
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
「
ス
ノ
ー
サ
ウ
ン
ズ
」

が
美
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

盛
り
上
が
っ
た
２
日
間

演
劇
工
場
ま
つ
り
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�22～3005

インターネットで図書の検索ができます。
図書館のホームページ（富良野市HPからも利用可）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/
携帯電話（iモード対応、ez-web・Jスカイは一部対応）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/i/search.html

《児童書》
　アナベル・ドールの冒険………アン・M・マーティン
　たなかさんちのだいぼうけん…大島　妙子
　のっぽのサラ……………………パトリア・マクラクラン
　おにいちゃんぐま　おとうとぐま
　　　　　　　　　　　　　……いたや　さとし
　ぼくはカメレオン………………たしろ　ちさと

《一般書》
　十津川警部捜査行………………西村　京太郎
　幻日………………………………高橋　克彦
　真夜中のマーチ…………………奥田　英朗
　渚にて……………………………久世　光彦
　史上最大の銀行強盗……………守下　香枝
　ラスト……………………………石田　衣良
　イリュージョン…………………松岡　圭祐

　　　　　※他にも新刊書を揃えています。

�応募先　�076-8555　富良野市弥生町１番１号　市役所企画振興課　 � ３９-２３０４　� ２３-２１２１

最近のものであればテーマは自由募集写真

サービス判以上サ イ ズ

１２月号…１１月１４日�金 　※１月号は１２月５日�金 締め切り

①住所②氏名（ふりがな）③電話番号を添えて持参、ま
たは郵送。

応募方法

企画振興課・支所・カメラのサトー・カメラのフク
シ・カメラのヤスダ・写真のフタバ・写真工房ふら
の・フォトセンターミムラ

提 出 先

たて、よこは自由。デジタルカメラの場合はプリント
したもので応募してください。
表紙は白黒印刷になります。
写真は返却します。

そ の 他

審査委員会を開催し採用作品を決定します。採用者に
は６ツ切写真をプレゼントします。

選 考

　あなたも広報づくりに参加してみませんか。

文化、スポーツなどの感動を伝える…
ふれあい、やさしさを感じさせる…
写真コンテストではありません！
家庭や地域や学校で…
あなたの身の回りのほんのちょっとしたひ
とこまをスナップで応募してください。
また審査員も随時募集しています。

２階多目的ホール              

�絵本の読み聞かせ・映画・

　手づくり紙しばいの集い

　８日�午前１０時３０分から

休館日のお知らせ

●定期休館日
　（毎週月曜日）
３・１０・１７・２４日
●振替休館日

４・２５日�火 
●祝日休館日

２３日�日 
●整理休館日
（毎月最終金曜日）

２８日�金 

　

月

の

行

事

予

定

１１

１．ダレンシャン
２．ハリー・ポッターと
　　　　　炎のゴブレット
３．年下の女友だち
４．忘れ雪
５．第３の時効

★上半期（２００３年４月～９月）貸し出しベスト１０
６．ハリー・ポッターと
　　　　アズカバンの囚人
７．リアルワールド
８．ブレイブ・ストーリー
９．ハリーポッターと
　　　　　　　秘密の部屋
１０．半落ち

ポニーに乗ったよ！　　福永紀子さん撮影
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赤ちゃんや
お母さんに

本の楽しさ
を

 
現  
在 
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

い 

ま

我妻 昌 我  妻 　 昌 樹樹さん   さん（２６）東麻町（２６）東麻町
あ ずま なお き

JAふらの 機械燃料部JAふらの　機械燃料部

　

J
A
ふ
ら
の
に
勤
め
て
８
年
目
。
現
在
は
７

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
セ
ル
フ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
勤
務
で
す
。

　

セ
ル
フ
の
ス
タ
ン
ド
は
、
今
ま
で
の
ス
タ
ン

ド
と
は
違
い
、
仕
事
は
主
に
モ
ニ
タ
ー
を
見
な

が
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。
富
良
野
に
は

セ
ル
フ
は
１
店
だ
け
な
の
で
、
お
客
さ
ん
も
ま

だ
馴
れ
て
い
な
い
方
が
多
く
、
馴
れ
て
い
な
い

方
に
は
、
使
い
方
を
教
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ

ン
当
初
は
、
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
方
が
多
く

大
変
で
し
た
。

　

夏
は
野
球
を
、
冬
は
ス
キ
ー
を
し
て
身
体
を

動
か
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
釣
り
で
、
先
日
は

網
走
に
行
っ
て
秋
鮭
を
釣
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
現
在
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ

た
我
妻
さ
ん
。
現
在
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る

笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　はじめてとこやにいきました！

　 南 　 巧 人   さん　８ヶ月（扇山）
みなみ たく と

　ハイハイ　とても早いです！
　１３２６�で生れたけど、こんなに元気
になりました。

　 加  藤 　
か とう

 桃 妃   さん　１歳（北の峰町）
もも え

▲ボランティアグループ
　「すみれ会」

　「ボランティア・グループ「すみれ会」は、保健センターの

７ヶ月検診の会場で、赤ちゃんやお母さんに絵本の楽しさを紹

介する活動を行っています。」と話すのは代表の品田さん。すみ

れ会はできたばかりのボランティアグループです。赤ちゃんや

お母さんへの絵本の読み聞かせ先進地の恵庭市の図書館司書の

講演を聞き、自分たちも会を作ってみたいと思ったのが会を設

立したきっかけです。

　活動場所は保健センターの７ヶ月検診会場で、お母さんには

子どもへの読み聞かせの必要性を、赤ちゃんには絵本を利用し

て一緒に遊ぶというかたちで活動しています。

　子どもや赤ちゃんが好きだという方、ぜひ一緒に活動してみ

ませんか。

プロフィール
設　立　平成１５年１０月
会員数　１２名
代表者　品田靖恵さん
活動日　不定期
　　　　保健センター
連絡先　図書館
　　　　　　（�２２‐３００５）



14広報ふらの　2003.１１

「
高
齢
者
の
靴
の
選
び
方
」

　

年
を
と
る
に
つ
れ
て
老
化
現
象

は
避
け
ら
れ
ず
、
と
く
に
酷
使
さ

れ
る
足
は
目
に
み
え
て
弱
っ
て
き

ま
す
。
一
般
に
老
化
は
足
か
ら
く

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

●
骨
折
し
や
す
い
高
齢
者
の
足

　

骨
粗
鬆
症
が
原
因
で
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
骨
折
し
や
す
く
な

り
、
机
や
い
す
の
角
に
ぶ
つ
け
た

く
ら
い
で
も
、
腰
や
大
腿
部
あ
る

い
は
く
る
ぶ
し
の
骨
な
ど
に
ヒ
ビ

が
入
っ
た
り
、折
れ
た
り
し
ま
す
。

　

問
題
な
の
は
、
高
齢
者
の
足
の

骨
折
は
、
そ
の
障
害
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
こ
れ
が
も
と
で
、
寝
た

き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
た
め
高
齢
者
の
靴
は
ま
ず

転
倒
対
策
が
第
一
、つ
い
で
保
温
、

軽
量
化
な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
転
倒
予
防
の
た
め
の
靴
を
選
ぼ

う
！

�
底
は
柔
ら
か
い
素
材
で
屈
曲
性

が
よ
く
、
接
地
面
積
が
広
く
て
滑

り
に
く
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

�
指
先
が
納
ま
る
部
分
は
ゆ
っ
た

り
と
し
て
い
て
、
決
し
て
締
め
つ

け
て
い
な
い
こ
と
。

�
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
に
爪
先
は

太
く
丸
く
反
っ
て
い
て
、
捨
て
寸

（
爪
先
の
余
裕
）が
最
小
限
で
あ
る

こ
と
。

�
足
回
り
の
柔
ら
か
い
素
材
で
作

り
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
。

�
ヒ
ー
ル
は
２
〜
３�
ほ
ど
の
高

さ
で
、
ヒ
ー
ル
が
引
っ
掛
か
っ
て

つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
底
面
が
平
ら

な
ヒ
ー
ル
が
良
い
。

�
う
つ
む
い
た
り
か
が
ん
だ
り
す

る
動
作
や
手
先
を
使
う
動
作
は
苦

手
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
楽
に
脱

ぎ
履
き
で
き
る
こ
と
。

�
調
節
道
具
は
、
操
作
の
簡
単
な

マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
、
フ
ァ
ス
ナ
ー

な
ど
が
良
い
。

保

健

師

お
元
気
で
す
か

富
良
野
医
師
会

ま
で
ホ
カ
ホ
カ
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

ま
す
。
ぬ
る
め
の
お
湯
は
、
心
臓

へ
の
負
担
も
少
な
く
、
高
血
圧
の

方
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
何
と
な
く
ス
ッ
キ
リ
し

な
い
、
倦
怠
感
が
あ
る
、
と
い
う

と
き
は
「
高
温
短
時
間
浴
」
が
お

す
す
め
で
す
。　

度
く
ら
い
の
お

４２

湯
に
サ
ッ
と
入
っ
て
サ
ッ
と
出
て

き
ま
す
。
高
温
刺
激
で
交
感
神
経

が
刺
激
さ
れ
、
サ
ッ
パ
リ
し
て
、

入
浴
後
も
さ
わ
や
か
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
す
。

▼
「
す
ぐ
ノ
ボ
せ
ち
ゃ
う
…
」
と

い
う
方
に
お
す
す
め
の
部
分
浴

「
手
浴
」：
洗
面
器
に
熱
め
の
お
湯

を
入
れ
、　

〜　

分
手
首
の
上
ま

１５

２０

で
ひ
た
す
。
掌
の
ツ
ボ
を
刺
激
す

る
と
さ
ら
に
効
果
的
で
、
風
邪
や

肩
こ
り
に
適
し
て
い
ま
す
。

「
足
浴
」：
お
湯
を
バ
ケ
ツ
や
洗
面

器
に
い
れ
、
足
首
ま
で
を　

〜　
１０

１５

分
つ
か
る
。
筋
肉
の
む
く
み
や
冷

え
に
よ
る
不
眠
に
適
し
て
い
ま

す
。

「
交
互
浴
」：
二
つ
の
洗
面
器
に
熱

め
の
お
湯
と　

度
く
ら
い
の
水
を

１８

用
意
し
、
お
湯
に
３
分
、
水
に
１

分
を
何
度
か
交
互
に
足
を
つ
か

り
、
水
で
終
わ
る
。
冷
え
性
、
自

律
神
経
失
調
症
な
ど
の
改
善
に
適

し
て
い
ま
す
。

理
事　

渡
部　

秀
雄

　

厳
し
い
冬
の
寒
さ
も
ス
ト
レ
ス

に
な
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

か
ら
だ
が
凍
え
る
と
、
こ
こ
ろ
も

縮
こ
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

そ
ん
な
と
き
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

よ
う
な
手
軽
な
運
動
や
、
お
風
呂

が
一
番
。
ゆ
っ
た
り
、
の
び
の
び

か
ら
だ
を
温
め
る
こ
と
で
、
皮
膚

や
筋
肉
の
血
液
の
循
環
が
よ
く
な

り
、
乳
酸
な
ど
の
疲
労
物
質
が
取

り
除
か
れ
て
、
最
高
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
タ
イ
ム
と
な
り
ま
す
。

▼
疲
労
に
は
ぬ
る
め
の
お
湯
、

　

倦
怠
感
に
は
熱
め
の
お
湯
を

　

疲
れ
を
取
る
た
め
に
も
っ
と
も

効
果
的
な
の
は「
低
音
長
時
間
浴
」

で
す
。
体
温
に
近
い　

〜　

度
程

３８

３９

度
の
お
湯
に
、　

分
く
ら
い
肩
ま

２０

で
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
ま
す
。
筋
肉

の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
か
ら
だ
の
芯

健
康
一
口
メ
モ

生
活
習
慣
病
予
防
対
策

●
生
活
習
慣
の
改
善�

心
も
か
ら
だ
も
サ
ッ
パ
リ
し
た
い

高齢者の靴の選び方

効果的なお風呂の入り方

靴合わせのチェックポイント

靴が合っているかをチェッ
クするためのには、お店で実
際に靴を履き、店内を歩いて
みることも必要です。
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�１１月の児童館行事について
　１１月の各館の主な行事をお知らせします。他の

行事や詳しい内容や時間などはお問い合わせくだ

さい。

�みんなも一緒に遊ぼうよ！
　市内には5つの児童館（児童センター）があり、だ
れでも自由に利用することができます。

�開館時間　月～金曜日　午後１時～午後５時
　　　　　　土曜日は　　午前１０時～午後５時

詳しくは、各館にお問い合わせください。

�22-3370１３‐８緑 町緑 町 児 童 館
�23-4804２７‐１北の峰町北 の 峰 児 童 館
�23-2977２‐３３西 麻 町麻町児童センター
�22-3792２‐４１桂 木 町桂木児童センター
�23-5129１３‐１錦 町東部児童センター

運
動
会
児
童
も
老
も
気
は
一
つ　
　
　
　
　

東
野　

ミ
ネ

庭
石
に
猫
居
座
り
て
秋
深
む　
　
　
　
　
　

武
部　

佳
城

奇
跡
欲
し
眼
に
駒
草
返
り
花　
　
　
　
　
　

山
田　

無
月

鎮
魂
の
鐘
の
音
霧
を
押
し
分
け
て　
　
　
　

東　
　

弘
子

霧
深
き
山
荘
の
夜
は
子
も
静
か　
　
　
　
　

小
玉
美
智
子

青
鷺
の
霧
を
巻
き
込
み
飛
び
立
ち
ぬ　
　
　

伊
藤　

善
夫

藻
の
あ
わ
い
泳
ぐ
い
ち 
尾 
は
虹
鱒
か

び

紅
葉
の
美
し
き
鳥
沼
を
訪
ふ　
　
　
　
　
　

寺
島　

君
子

石
垣
を
お
ほ
へ
る
蔦
の
く
れ
な
い
は

一
葉
一
葉
の
茎
ま
で
染
ま
り　
　
　
　
　
　

町
屋　

和
子

昏
れ
の
こ
る
秋
明
菊
の
白
き
渦

風
通
り
す
ぎ
闇
を
濃
く
す
る　
　
　
　
　
　

近
藤
富
貴
子

秋
晴
れ
の
す
ん
だ
青
空
深
み
ゐ
て

し
ば
し
眺
め
ば
雲
の
広
が
る　
　
　
　
　
　

天
池
ハ
ツ
ヱ

秋
な
れ
ば
こ
そ
に
引
き
寄
す
岨
道
の

ア
カ
ノ
マ
ン
マ
の
光
る
粒
つ
ぶ　
　
　
　

佐
々
木
忠
兵
衛

◆
富
良
野
市
へ    

▽
富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長　

吉
田　

治
（
本
町
７
〜

　

）
樹
木
７
種　

本

１０

２７

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
高
橋　

哲
夫
（
北
大
沼
２
）
金

３
万
円　

▽
ふ
ら
の
い
ち
ご
会

金
１
万
円　

▽
菅
原　

修
（
東
鳥

沼
１
）
金
５
万
円　

▽
大
場　

澄

江
（
布
部
市
街
地
）
金　

万
円

１５

▽
村
上　

甫
（
中
五
区
）
金
５
万

円
・
紙
オ
ム
ツ　

▽
矢
満
田　

礼

子
（
北
の
峰
町　

〜
１
）
金
３
万

２３

円　

▽
藤
井　

末
子
（
緑
町　

〜
１５

　

）
金
５
万
円
▽
小
林　

勝
則

１８（
東
学
田
二
区
）
金
５
万
円　

▽

森
川　

春
雄
（
東
山
さ
く
ら
）
金

３
万
円　

▽
田
浦　

祐
治
（
春
日

町
８
〜
６
）
金　

万
円　

▽
高
橋

１０

勉
（
北
大
沼
一
）
金
３
万
円　

▽

垣
脇　

喜
代
子
（
朝
日
町
９
〜

６
）
金
５
万
円　

▽
鎌
田　

博
美

（
山
部
１
町
内
）
金
３
万
円　

▽

半
澤
長
三
郎
（
学
田
三
区
）
金　
２０

万
円
▽
矢
野　

昌
明
（
麓
郷
市
街

五
）
金
３
万
円　

▽
大
竹
口　

町

子
（
春
日
町　

〜　

）
車
い
す

１５

５５

◆
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園

▽
萩
原　

勉
（
山
部
中
央
）
か
ぼ

ち
ゃ
１
０
０�
　

▽
日
本
た
ば

こ
産
業�
（
旭
川
市
）
マ
イ
ル
ド

セ
ブ
ン
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ト
３
２

０
個　

▽
匿
名
希
望　

敬
老
祝

餅
一
重
ね　

▽
成
田
山
布
部
不

マカロニリースづくり
もちつき

１１月１１・１２日
１２月６日緑 町 児 童 館

勤労感謝の日プレゼントづくり
買い物ごっこ

１１月１７・１８日
１１月２２日北 の 峰 児 童 館

おもちつき大会１１月１５日
１１月２８日麻町児童センター

ジャンボリースづくり
リンクル風車１１月１２日

１１月２１日桂木児童センター
わりばし鉄砲
クッキング（クッキー）１１月１５日

１２月８・９日東部児童センター
クリスマスグッズづくり

動
堂
（
布
部
石
綿
）
手
づ
く
り
羊

か
ん
１
３
０
個　

▽
新
谷
菓
子

店
（
朝
日
町
４
〜
７
）
へ
そ
ま
ん

じ
ゅ
う
１
０
０
個　

▽
林　

正

道
（
東
山
さ
く
ら
）
と
う
き
び
３

０
０
本
・
か
ぼ
ち
ゃ
２
１
０�
　

▽
陸
上
自
衛
隊　

上
富
良
野
駐

屯
地
（
上
富
良
野
町
）
箱
テ
ィ
ッ

シ
ュ　

個
・
タ
オ
ル　

枚　

▽
勝

６０

５０

ち
ゃ
ん
寿
司
（
山
部
２
町
内
）

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
５
本
・
ツ
ツ
ジ
３
本

▽
ア
ラ
タ
工
業
（
若
葉
町
１
〜

１
）
ベ
ン
チ
２
基
・
ワ
ゴ
ン
８
台

▽
大
麓
造
園
（
西
麓
郷
）
ラ
ベ
ン

ダ
ー
植
木
３
５
０
本　

▽
宝
屋

時
計
店
（
本
町
１
〜　

）
掛
時
計

２０

▽
佐
々
木　

ク
ニ
（
東
町　

〜
１９

　

）
掛
時
計　

▽
社
会
福
祉
協
議

２５会
山
部
支
部
・
山
部
更
生
保
護
婦

人
会
・
山
部
女
性
団
体
協
議
会　

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
３
台
▽
寿
光

園
後
援
会　

ス
リ
ッ
パ
１
０
０

足　

▽
野
村　

隆
（
山
部
中
央
）

と
う
き
び　

コ
ン
テ
ナ
３
箱

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

▽
松
谷　

英
子
（
朝
日
町　

〜
１１

１
）
軍
服
１
点
、
水
筒
１
点

《
敬
称
略
》

★
と　

き　

平
成　

年
１
月　

日�

１６

１１

　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

★
と
こ
ろ　

文
化
会
館

★
対　

象　

昭
和　

年
４
月

５８

２
日
〜　

年
４
月
１
日
に
生

５９

れ
た
方

※
学
生
な
ど
で
住
民
票
を
市

外
に
異
動
し
て
い
る
方
も
対

象
に
な
り
ま
す
。実
家
が
市
内

に
あ
り
帰
省
し
て
成
人
式
に
出
席
を

希
望
す
る
方
は　

月
５
日�
ま
で
に

１２

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
市
内
在
住

の
方
、
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
方
は

連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
（�
２

３
‐
３
５
４
５
）
に
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成１６年富良野市成人式
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電話番号案内
�４２-２１２１山部支所
�２７-２１２１東山支所
�２２-３００５図書館
�４２-２４０７生涯学習センター
�２３-３５４５文化会館
�２３-３２９２スポーツセンター
�２３-５１１９消防本部
�３９-２２００保健センター
�３９-２２１１福祉課
�２２-２００１老人福祉センター
�２３-６９８１勤労青少年ホーム

相談日程
�39-2301

市民相談室
9:00̃17:00

月曜日～金曜日
相続･離婚・交通事故・金銭・
セクハラなどをめぐる問題

日 常 市 民 相 談

�39-2301
市民相談室
10:00̃16:00

１１/１０�・１１/１７�
 行政相談委員 山下正秋

国や道の仕事への苦情や
要望など

行 政 相 談

�39-2301
（予約先）

文化会館
11:00̃14:00

１１/９�
 岡部　信之弁護士

弁護士（旭川弁護士会）に
よる専門相談（要予約）

無 料 法 律 相 談
(予約制)

�39-2301
市民相談室
10:00̃1５:00

１２/１０�
税務相談官

税務相談官による国税に
関する相談

税 務 相 談

�39-2301
商工会議所
9:30̃15:00

１１/１４�
旭川社会保険事務所相談担当者

年金・保険などに関する
相談

社会保険事務相談

�39-2255
�39-2213
�39-6712

 保健センター 2F
いちい・やまべ
8:45̃17:15

月曜日～金曜日
(介護保険課）

在宅介護など高齢者に関
する相談

高齢者介護相談

�23-3525
（相談専用）

文 化 会 館
9:00̃16:00月曜日～金曜日

いじめ・非行など子どもの
教育に関する電話相談

教育何でも相談

�39-2223保健センター 2F
9:00̃16:00

月曜日～金曜日
(児童家庭課）

児童（虐待・不登校など）に
関する相談

家 庭 児 童 相 談

�39-221７
（相談専用）

いちい
9:00̃1７:00日曜日～金曜日

福祉・生活・金銭・就労な
ど日常生活に関わる問題

ふ れ あ い 相 談

�39-22２３保健センター 2F
9:00̃1７:00月曜日～金曜日子育てに関わる相談育 児 相 談

一人で悩まず、困ったときは気軽にご相談ください

※
法
律
相
談
は
、
予
約
が
必
要
で
す

  １１月は固定資産税３期・国保税・介護保険料５期の納期です 

　

市
・
道
営
住
宅
の
入
居
者
を
、次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

　

月　

日�
〜　

日�

１１

１０

２１

◆
募
集
戸
数　

４
戸　

◆
入
居
資
格

�
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

�
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

�
収
入
が
基
準
以
下
の
方

◆
募
集
す
る
住
宅

▽
一
般
世
帯
向
け

北
麻
町
４
番（
昭
和　

年
３
D
K
）

４６

瑞
穂
町
７
番（
平
成
４
年
３
L
D
K
）

錦
町
８
番（
平
成　

年
３
L
D
K
）

１０

▽
単
身
者
世
帯
向
け

北
麻
町
３
番（
昭
和　

年
２
D
K
）

４５

◆
家　

賃

住
宅
・
家
族
構
成
・
入
居
者
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

◆
入
居
予
定　
　

月
中
旬

１２

◆
申
込
方
法
・
そ
の
他

都
市
建
築
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

住
宅
に
お
困
り
の
方
へ

市
・
道
営
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
建
築
課
 �
３
９
‐
２
３
１
６

住 宅住　宅

書
類（
住
民
票
・
納
税
証
明
書
・
収
入

を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り

ま
す
。

○
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
調
理
方
法
や
作

法
を
知
る
と
と
も
に
、
地
元
野
菜
や

健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
格
フ
レ
ン

講 座講　座

手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

プ
ロ
に
学
ぶ

フ
ラ
ン
ス
料
理
講
座

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

 �
４
２
‐
２
４
０
７

チ
を
学
ぶ
。

◆
と　

き　
　

月　

日�

１１

１９

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜
９
時

３０

◆
と
こ
ろ　

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
講　

師　

ビ
ス
ト
ロ　

ル
・
シ
ュ
マ
ン　

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ　

甲
斐　

宏
知
氏

◆
対　

象　

市
民　

名
３２

◆
メ
ニ
ュ
ー
（
２
品
程
度
）

・
鶏
と
ふ
ら
の
野
菜
の
ク
リ
ー
ム
煮

・
中
富
良
野
産
ご
ぼ
う
の
ス
ー
プ

◆
参
加
料　

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

◆
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

入
れ
物
・
ふ
き
ん

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

チーズ工房からの
お知らせ

�冬期営業について
　（１１月～来年４月）
　営業時間　９：００～１６：００
　休業日　　日曜日
　　　　　　第１・３土曜日
　（ただし１１月１・２日は営業）

�臨時休業　１１月２３日�日 
　　　　　　　　　～３０日�日 
※設備・機械メンテナンスの
　ため、休館します。
�チーズ工房　�２３‐１１５６
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ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス

◆
定　

員　
　

名
（
先
着
）

８０

◆
会　

費　

２
５
０
０
円

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
と　

き　
　

月　

日�

１１

２８

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
受
付

３０

◆
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
資
格　

　

概
ね　

歳
以
上
の
市
民

６０

◆
参
加
料　

　

８
０
０
円
（
昼
食
代
を
含
む
）

◆
申
込
期
限　
　

月　

日�
ま
で

１１

２１

　

国
土
交
通
省
で
は
、　

月
１
日
に
、

１２

全
国
各
地
に
お
い
て
「
平
成　

年
度

１５

住
宅
需
要
実
態
調
査
」を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
み
な
さ
ん
が
住
宅
や

そ
の
ま
わ
り
の
環
境
に
つ
い
て
日
ご

ろ
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を

伺
う
も
の
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
、
よ
り
良
い
住
ま
い
づ
く
り
を
行

う
た
め
の
重
要
な
資
料
に
な
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
世
帯　

全
道
か
ら
抽
出
し
た

約
５
万
４
千
世
帯

◆
調
査
方
法　

統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が

調 査調　査

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
宅
需
要
実
態
調
査

都
市
建
築
課�

３
９
‐
２
３
１
６

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
伺
い
、
調
査

票
の
配
付
、
回
収
な
ど
を
行
い
ま
す

◆
調
査
票
の
配
付
・
回
収
期
間

　

月　

日�
〜　

月
７
日�

１１

２４

１２

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

開庁１００年記念
ビデオ・DVDを貸し出し

　

２
０
０
４
年
４
月
か
ら
２
年
間
共

同
生
活
を
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。
入

塾
料
・
授
業
料
は
一
切
無
料
。
生
活

費
は
夏
場
に
農
作
業
を
行
な
い
捻
出

し
ま
す
。

◆
募
集
人
数　

脚
本
家
・
俳
優
を
め

ざ
す　

歳
以
上
の
方　
　

名
程
度

１８

２０

◆
応
募
要
領　
　

�
履
歴
書
（
俳
優
は
身
長
、
体
重
明

記
）�
写
真
（
脚
本
家
は
顔
、
俳
優

は
顔
と
全
身
）�
志
望
及
び
入
塾
希

望
の
動
機
（
４
０
０
字
以
内
）�
返

信
用
封
筒
（
宛
名
明
記
の
う
え　

円
８０

切
手
貼
付
）

◆
応
募
期
限　
　

月
１
日�
ま
で

１２

※
書
類
選
考
に
よ
る
１
次
試
験
を
経

て
、
来
年
１
月
に
富
良
野
ま
た
は
東

京
で
２
次
試
験
（
受
験
料
２
０
０
０

円
）
を
行
い
ま
す
。

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

�
０
７
６
‐
０
１
７
３　

富
良
野
市

西
布
礼
別　
　

富
良
野
塾　

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
し
ま
す

富
良
野
塾　

期
生

２１

富
良
野
塾

�
２
９
‐
２
１
２
１

募 集募　集

◆
と　

き　
　

月　

日�

１１

２０

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
相
談
内
容

金
銭
の
貸
借
、損
害
賠
償
、夫
婦
や
親

族
の
も
め
ご
と
な
ど
日
常
生
活
の
紛

争
解
決
に
つ
い
て

○
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
気
軽
に
ご
相
談
を

無
料
調
停
相
談
会

富
良
野
調
停
協
会

 �
２
２
‐
２
２
０
９

相 談相　談

　本年富良野市は開庁１００年の記念すべき
年を迎え、さまざまな記念事業が実施され
ています。
　その一つとして、平成１３年度から３カ年
をかけてビデオ・DVDを制作しました。
　富良野市民に対して、まちの歴史と産業、
観光・暮らし・文化などまちの個性と風土
を映像としてまとめ、ふるさと富良野に対
する思いを高めていただこうというのがね
らいです。
　各種催しで公開
していきますが、下
記のところで貸し
出しもしますので
ぜひご覧ください。
【貸出場所】
市立図書館
山部支所・東山支所

�問い合わせ　企画振興課　�３９‐２３０４

◆
と　

き　
　

月　

日�

１１

１９

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜

◆
と
こ
ろ　

ワ
イ
ン
工
場

スポーツスポーツ

地
域
の
交
流
と
親
睦

市
民
ミ
ッ
ク
ス

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
課�

２
３
‐
３
２
９
２

◆
と　

き　

　
　

月
７
日�
午
前
９
時
か
ら

１２
◆
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

市
民
及
び
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
方

◆
試
合
編
成

・
一
般
の
部

　

男
女
各
２
名
（
年
齢
制
限
な
し
）

・　

歳
以
上
の
部

４０

　
　

歳
以
上
の
男
女
各
２
名

４０
◆
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

◆
申
込
方
法

　
　

月　

日�
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ

１１

２７

課
・
山
部
支
所
・
東
山
支
所
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

催 物催　物

秋
の
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ

「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
祭
り

ワ
イ
ン
工
場�

２
２
‐
３
２
４
２

◆
期　

間　

　

平
成　

年
１
月　

日
ま
で

１６

３１

◆
対
象
者　

・
接
種
日
に
満　

歳
以
上
に
な
る
市
民

６５

・　

〜　

歳
未
満
の
方
で
身
体
障
害

６０

６５

者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害
者

◆
自
己
負
担
額　

１
０
５
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

◆
用
意
す
る
も
の　

健
康
保
険
証
、

被
保
護
世
帯
証
明
書
（
生
活
保
護
世

帯
の
み
、
福
祉
課
で
交
付
）、
身
体
障

害
者
手
帳
（
該
当
者
の
み
）

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

大 会大　会

盤
上
で
腕
を
競
う

全
市

高
齢
者
囲
碁
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
） �
２
２
‐
２
０
０
１

高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

保
健
課

�
３
９
‐
２
２
０
０

予防接種予防接種
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第
３
号
被
保
険
者
の
届
出

は
、
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

て
も
勤
務
先
に
届
出
が
さ
れ

な
い
と
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
届
出
は
２
年
以
上
さ
か
の

ぼ
る
場
合
、
２
年
を
経
過
し
た

期
間
に
つ
い
て
は
保
険
料
納

付
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
届

出
が
遅
れ
た
り
、
怠
っ
た
り
す

る
と
、
将
来
年
金
額
が
減
っ
た

り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届

出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
配
偶
者
が
会
社
を
退

職
し
た
り
、
離
婚
や
収
入
増
に

よ
り
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と

き
に
は
、
第
１
号
被
保
険
者
へ

の
種
別
変
更
の
手
続
き
が
必

要
で
、
保
険
料
も
自
分
で
納
め

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問 市民課国保年金係　�39-2301

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る　

歳
２０

以
上　

歳
未
満
の
夫
や
妻
を
国

６０

民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と

い
い
ま
す
。

　

第
３
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、配
偶
者
の
加
入
す
る
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
が
制
度
全
体
と

し
て
負
担
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ
な
く

国民年金国民年金
昭和１３年昭和１３年１１１１月月
生まれの方は手生まれの方は手
続きを続きを
�必要なもの�
印かん・預金通帳・戸
籍謄本・住民票謄本

気をつけよう
冬期間の踏切事故
１１月１１日～２０日は踏切事故防止
キャンペーン期間です。

　冬期間の自動車での踏み切り事故
防止のために次のことに注意しま
しょう。
�踏み切りに近づいたら路面状況に
応じて確実に一旦停止できるスピー
ドに落としましょう。
�踏み切りの中で立ち往生したとき
は、非常ボタンがある場合は警報機が
なっていなくてもすぐにボタンを押
しましょう。非常ボタンがない場合は
自動車に備え付けの発煙筒や赤旗な
どで列車に合図してください。
�踏切内に閉じ込められたら、遮断
ポールを自動車などで押し出して脱
出してください。

「
地
産
地
消
」

　

講　

師　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
美
香
子
氏

�
試　

食　

ふ
ら
の
食
の
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
０
３
優
秀
作
品
の
試
食
、
地

元
食
材
で
つ
く
る
「
ふ
ら
の
食
の
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
０
３
」
の
優
秀
作
品

を
プ
ロ
が
ア
レ
ン
ジ

�
意
見
交
換
会　

　

ふ
ら
の
を
食
文
化
の
発
信
基
地
に

し
ま
せ
ん
か
？
料
理
を
食
べ
な
が

ら
、
魅
力
を
再
発
見
し
、
満
足
度
を

高
め
る
た
め
に
、
今
後
具
体
的
に
ど

う
し
て
い
く
か
、
多
く
の
み
な
さ
ん

の
参
加
と
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
美
香
子
氏

◆
定　

員　
　

名
７０

◆
料　

金　

５
０
０
円

◆
申
し
込
み　

農
政
課　

　
　
　
　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
９

　
「
地
産
地
消
」や「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
と
ふ
ら
の

食
の
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
３
の
優
秀

作
品
や
市
内
物
産
の
見
本
市
と
ハ
イ

ラ
ン
ド
ふ
ら
の
料
理
長
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
の
語
ら
い
。

◆
と　

き　
　

月　

日�
　

１１

３０

午
後
１
時　

分
〜
５
時

３０

◆
と
こ
ろ　

ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の

◆
内　

容　

�
講　

演　
「
食
と
農
の
新
た
な
可

能
性
」
〜
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
と

第
２
弾　

ふ
ら
の
地
産
地
消

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
３

　文化会館催物のお知らせ（１１月）
�社会教育課�２３‐３５４５　

第２会議室新日本補聴器無料相談会１１日�

大ホール
おやこ劇場　
第１０１回例会「ズッコケ探検隊」

２０日�

大会議室優良青年表彰式２３日�

大会議室森林組合総立３０周年記念２８日�

大会議室弥栄太鼓３０周年記念式典３０日�

◆
定　

員　
　

名
１０

◆
受
講
料　

７
０
０
０
円

◎
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
写
真
整
理

　

コ
ー
ス

　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
X
P
に
対
応
し
て

い
る
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
X
P
の
機
能
を
使
い
写
真
の

整
理
と
C
D
‐
R
W
へ
の
保
存
方
法

の
習
得

◆
と　

き　
　

月　

・　

日
（
火
・

１２

１６

１８

木
）
午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

◆
定　

員　
　

名
１０

◆
受
講
料　

３
５
０
０
円

○
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

催 物催　物

ふ
ら
の
を
食
べ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
０
３

ふ
ら
の
『
食
』
の

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

農
政
課　
　
 �
３
９
‐
２
３
０
９

商
工
観
光
課�

３
９
‐
２
３
１
２

◆
期　

間　
　

月
１
日�
〜　

日�

１２

１４

※
上
記
の
日
程
で
、
ふ
ら
の
食
の
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
０
３
の
優
秀
作
品
な

ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
協
力
店

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
�
３
９
‐
２
３
１
２

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

第
３
弾　

ふ
ら
の
地
産
地
消

販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◎
ワ
ー
ド
罫
線
書
式
設
定
コ
ー
ス

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
」
を

使
い
罫
線
を
使
っ
た
表
の
作
成
と
書

式
設
定
の
習
得

◆
と　

き　

　

月
２
・
４
・
９
・　

日
（
火
・
木
）

１２

１１

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

◆
定　

員　
　

名
１０

◆
受
講
料　

６
０
０
０
円

◎
エ
ク
セ
ル
中
級
コ
ー
ス

　

表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
」
S

U
M
・
R
O
U
N
D
・
D
A
T
E
・

I
F
関
数
の
使
い
方
を
練
習
し
ま

す
。

◆
と　

き　

　

月
２
・
４
・
９
・　

日
（
火
・
木
）

１２

１１

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

講 座講　座

パ
ソ
コ
ン
の
達
人
に

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

住
民
講
座

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
２
２
‐
２
６
１
９
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Informationくらしの情報    お買い物は富良野市内で 

前年(円)
同月価格

(％)
対前月比

(円)
前月価格

本月価格　(円・税込）
単位規 格 銘 柄 品   名

平　均安　値高　値

12.482.820.817.24.268.2100�は く さ い

250.7130.0245.4319.1186.9417.9100�赤 身 （ 刺 身 用 ）ま ぐ ろ

178.7101.1171.5173.3123.9262.5100�肩ローススライス豚 肉

189.298.8189.2186.9155.0207.91�店 頭 売 紙 容 器 入牛 乳

4,956.8107.45,397.05,794.24,070.07,382.010�府 県 産 米米

166.897.5168.6164.3134.4194.31袋普通品6枚スライス食 パ ン

365.7106.1378.6401.7207.9498.05箱紙 箱 入 りティッシュペーパー

445.0105.9450.0476.4398.0627.91箱濃縮1 . 5�箱入り洗 濯 洗 剤

42.499.547.247.045.050.41�白灯油（ローリー）灯 油

4,042.199.04,049.64,009.32,800.04,883.05�体 積 買 いプロパンガス

103.099.1108.5107.5103.0110.21�レ ギ ュ ラ ーガ ソ リ ン

156.893.1153.9143.470.0210.01枚ワ イ シ ャ ツクリ―ニング

�七五三女児用着物

捨てる前にちょっと考えてみま捨てる前にちょっと考えてみま
せんか。あなたのいらなくなったせんか。あなたのいらなくなった
物を必要としている方がいます。物を必要としている方がいます。

譲ってください

�ひな人形（７段飾り）�着物、帯
�遠赤外線健康機�成人式着物一式

�１人がけソファ（４個）�WOWWOWチューナー
�BSチューナー�米びつ�オイルヒーター�子ど
も用自転車（１８�・２２�）�ルームランナー�足ぶ
み器�姿見�ぶら下がり健康器�食器乾燥機�デ
ジタルピアノ�フィギアスケート靴�冷蔵庫

消費生活
モニターが毎月
調査しています。

問 い 合 わ せ問 い 合 わ せ
消費生活センター消費生活センター
�� 3 9 ～１１６６3 9～１１６６

物価の動き １０月

�衣類回収ボックスが設置されています。不用意類
品（綿５０％以上）の物でご協力をお願いします。
■設置ヵ所　消費者センター、山部・東山支所

譲ります

■登録・希望は随時受け付けます。
■希望する品物で譲渡人、譲受人の合意がなされた
　場合は必ずセンターまで成立の連絡を下さい。
■登録期間は6カ月です。                         
 問 消費生活センター  �39～１１６６

◆
受
講
の
種
類

�
一
般　

給
油
取
扱
所
以
外
の
危
険

物
施
設
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
を
対

象
と
し
た
講
習

�
給
油
取
扱
所　

給
油
取
扱
所
に
お

い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す

る
危
険
物
取
扱
者
を
対
象
と
し
た
講

習◆
申
込
方
法　

消
防
署
に
あ
る
申
請

書
に
記
入
の
上
、
次
の
と
こ
ろ
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
０
６
０
‐
０
０
０
５　

札
幌
市
中

央
区
北
５
条
西
６
丁
目
２
〜
２　

札

幌
セ
ン
タ
ー
ビ
ル　

階
１２

�
北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

◆
申
込
期
限　
　

月　

日�

１１

１３

◆
受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

危
険
物
取
扱
者
の
免
状
を
持
つ
方

を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と　

き　
　

月　

日�

１１

２８

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市
常
盤
通
１
丁
目

　
　
　
　

道
北
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

◆
対
象
者　

�
平
成　

年
４
月
１
日
以
前
に
免
状

１３

の
交
付
を
受
け
、
現
在
危
険
物
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
方

�
平
成　

年
４
月
１
日
以
前
に
免
状

１３

の
交
付
を
受
け
、
現
在
危
険
物
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
で
、
こ
れ

ま
で
に
一
度
も
保
安
講
習
を
受
講
し

て
い
な
い
方

危
険
物
取
扱
者
の
方

保
安
講
習
を

受
け
ま
し
ょ
う

消
防
本
部 �

２
３
‐
５
１
１
９

講 習講　習

　日常の消費生活の苦情や相談を受け付
けています。悩んだり、あきらめたりし
ないで、おかしいと思ったら相談してく
ださい。

日　時　月～金曜日　午前１０時～午後４時
場　所　消費生活センター（若松町１７～１）
　　　　　　�３９～１１６６
相談員　北海道消費生活コンサルタント

相談

　「排水管の清掃をしませんか」と２人の男が家
に来ました。一人暮らしで掃除が行き届かない
でしょうと親切そうに言うので、９,０００円でして
貰いました。支払いの際家に上がって来て「床
下が湿っている、除湿剤を撒かなければならな
い」と言われ、今度は男性４人に囲まれて恐かっ
たし、返事をする間もなくて、除湿剤を撒いた
と言われたので判を押してしまいました。仕事
は終わっているのですが、解約したいのですが。

　クーリング・オフ期間内なら無条件で解約で
きます。クーリング・オフ期間を過ぎてしまっ
た場合は、うその説明があったり、帰ってほし
いと言ったのに帰らなかったり、脅迫されたり
など大きな問題が無ければ解約は困難です。値
段が高いというだけで解約はできません。たと
え無料点検だったとしても、その後契約しなけ
ればならないと言うわけではありません。排水
管は通常の使い方をしている限り清掃の必要は
ありません。詰まってしまってからでも遅くは
ありません。また、床下の除湿点検は信頼でき
る業者に見て貰いましょう。必要が無ければ
きっぱりと断りましょう。

排水管清掃をしたら、他の契約もさせ排水管清掃をしたら、他の契約もさせらられたれた

◆
と　

き　
　

月　

日�
〜　

日�

１１

１７

２１

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
受
講
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

４０

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
締
切　
　

月　

日�

１１

１０

◆
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

記
入
の
上
、
写
真
（
縦　
�
・
横　

３０

２５

�
）
１
枚
（
裏
面
に
氏
名
、
生
年
月

日
を
記
入
）
を
添
付
し
、
左
記
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
０
６
０
‐
０
０
０
４　

札
幌
市
中

央
区
北
４
条
西
５
丁
目　

林
業
会
館

内　
�
北
海
道
造
林
協
会　

北
海
道

森
林
整
備
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー

研 修研　修

基
礎
知
識
と
技
能
を
学
ぶ

森
林
作
業
の
た
め
の

事
前
研
修

北
海
道
森
林
整
備
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー

�
０
１
１
‐
２
０
０
‐
１
３
８
１
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広
報
ふ
ら
の

№
5
0
6
２
０
０
3
年
1
1
月
号

創
刊
／
昭
和
３
１
年
１
２
月

発
行
／
富
良
野
市

〒
０
７
６

‐８
５
５
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富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

編
集
／
企
画
振
興
課
広
聴
広
報
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�
０
１
６
７

‐３
９

‐

２
３
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４
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３

‐

２
１
２
１

人口と世帯数人口と世帯数
１５年９月末（前月比）

(-17)25,6５６人　 口

（-3）21,59３富良野

（-12）2,6８４山　部

（-2）1,３７９東　山

（4）10,５５２世 帯

（7）9,0９１富良野

（-1）1,0５４山　部

（-2）40７東　山

広
報
ふ
ら
の
２００３

・ １１
５０６

市制施行記念（昭和４１年５月１日）

本年富良野市は開庁から１００年の年を迎えました。本年富良野市は開庁から１００年の年を迎えました。

NO.１９あのころの富良野 

広報ふらのはホームページからもご覧になれます。
富良野市ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｆｕｒａｎｏ.ｈｏｋｋａｉｄｏ.ｊｐ/

先人に感謝し記念すべき年をともに祝いましょう。先人に感謝し記念すべき年をともに祝いましょう。

■
毎
年
、
全
国　

カ
所
の
「
へ
そ
の
ま
ち
」
が
集
ま
り
、

１５

共
通
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
す
る
全
国
へ
そ
の
ま
ち
サ

ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
開
催
地
は
沖
縄
県

宜
野
座
村
で
、
テ
ー
マ
は
「
母
と
子
の
絆
・
て
ん
ぷ
す
が

繋
ぐ
家
族
愛
」
で
す
。「
て
ん
ぷ
す
」
と
は
沖
縄
の
方
言
で

「
へ
そ
」と
い
う
意
味
で
す
。
母
か
ら
子
へ
受
け
継
ぐ
よ
う

に
、
森
や
水
な
ど
の
資
源
や
自
然
環
境
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
次
の
世
代
に
残
し
た
い
で
す
ね
。（
か
）

■
先
月
号
の
編
集
後
記
で
「
一
面
真
っ
白
に
な
る
日
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
自
分
が
…
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の

直
後
に
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
寒
さ
に
耐
え
ら

れ
る
の
か
？
」
…
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
年
間
寒

さ
か
ら
離
れ
、
暖
か
い
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
い
ま
だ

に
風
邪
は
治
っ
て
い
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
、
季
節
の
変
わ

り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。（
ひ
）

■
天
候
が
良
く
、
暖
か
く
、
楽
し
い
お
祭
り
で
し
た
。
ぶ
ど

う
踏
み
の
実
演
は
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

▽
評　

催
し
の
楽
し
さ
が
良
く
表
情
に
表
さ
れ
、
揃
っ
た

ポ
ー
ズ
が
決
ま
り
、
訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち
か
ら
の
拍
手
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。（
田
村
）

「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
・
ぶ
ど
う
祭
り
２
０
０
３
」

森
口　

敏
文
さ
ん

今
月
の
表
紙

編
集
後
記


